
地球温暖化対策条例改正に伴う経過措置について
2050ゼロカーボンを目指す
長野県のシンボルマークです

届出対象の拡大、届出期日の変更、報告制度の創設に伴い、以下のとおり経過措置を設ける。

・新規則第12条第５項及び第13条第２項の規定（届出対象面積の引き下げ）、新規則第12条第６項及び第13条第３項の規定（届出期日

の変更）は、この規則の施行の日以後に設計が行われた建築物について適用し、施行日前に設計が行われた建築物及び施行日において

現に設計が行われている建築物については、従前の例による。

・新規則第15条の規定（報告義務）は、施行日以後に設計を委託された建築物について適用する。

2023.4.1
改正条例施行

設計 工事

21日前まで

届出（旧様式）

設計 工事

21日前まで

届出（旧様式）

設計 工事

前日まで

届出（新様式）

〇届出制度

〇報告制度

設計 工事

条例第23条の２第1項の
説明後速やかに報告

報告
（省エネ計画概要書）

設計 工事 報告不要

届出対象
2,000㎡以上

届出対象
300㎡以上

報告対象
300㎡未満の住宅等


